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 第第第第 33333333 回回回回 JCBHJCBHJCBHJCBH 講演会講演会講演会講演会    

「「「「中国中国中国中国でのでのでのでの近作近作近作近作とととと中国中国中国中国のののの最新事情最新事情最新事情最新事情についてについてについてについて」」」」    

    

日 時：11月 20日（金） 15：30～17：30 

場 所：トヨタ自動車株式会社 東京ビルB1 大会議室 （東京都文京区後楽 1-4-18） 

講 師：迫慶一郎氏 SAKO建築設計工社 代表 

    （JCBH中国賛助会員 中国分科会／中国建築生活倶楽部） 

 

講師プロフィール 

1970年 福岡県生まれ 

1994年 東京工業大学卒業 

1996年 東京工業大学大学院修士課程修了 

1996年 山本理顕設計工場 

2004年 SAKO建築設計工社設立 

2004年～2005年 米国コロンビア大学客員研究員 文化庁派遣芸術家在外研修員 

主な受賞 

2004年 商業不動産賞（中国）：「天津カレイドスケープ」 

2005年 JCDデザイン優秀賞（日本）：「北京フェリシモ」 

2006年 JCDデザインアワード（日本）、橋本夕紀夫審査員賞：「北京シーボル」、銀賞：「北 

 京ポプラ」、アジア集合住宅部門賞金賞（中国）：「済南ストライプス」 

2007年  中国住戸設計賞TOP10優秀賞（中国）、緑化・人文・科学地産賞優秀賞（中国）： 

 「北京バンプス」 

2007年 JCDデザインアワード（日本）銀賞：「杭州ロマンチシズム 2」 

2007年 2007年度ベストデザイナーアワード 

2008年 現代装飾国際メディアプライズ（中国）、 2008年度グッドデザイン賞（日本）：「金 

沢ビーンズ」 

2009年 EuroShopRetailDesign Award 2009  One of Three Best Stores Worldwide（ドイ 

ツ）：「杭州ロマンチシズム 2」 

著書 

2006年「EDGE 素材のチカラ」（中国美術館） 

2007年「28の主題 迫慶一郎の建築」（TOTO出版） 

2009年「主題四十 迫慶一郎的建築」（清華大学出版社より近日出版予定） 

 

講演概要 

2001年に日本・山本理顕設計工場のプロジェクトチーフとして『北京・建外SOHO』の国際コ

ンペに参加・入賞し、設計監理（現在でも中国の設計監理付の受注は珍しい！）の代表として中国・

北京駐在が中国との出会いでした。 

その後、人脈第一の中国市場で、独力で数件のコンペにチャレンジ、入賞を果たし 2004年に北

京で北京卅口（SAKO）建筑設計咨詢有限公司を設立されました。現在 39歳の若さで、社員 35

名を有する設計会社となり、中国国内はもとより欧州や日本でも数多くの設計作品をつくられてい

ます。またその作品は、都市計画、建築設計、内装デザイン、家具･什器設計製作まで幅広く活動

されています。最近ではマスコミ（国内外のTV、新聞、雑誌）でも度々取り上げられています。 



 

今回は、迫慶一郎氏の作品を中心

この一年程度の傾向として、政府

マに依頼されるとの事でした。JCBH

当日講演会場にて四川大地震復興

当日使用された資料の一部と写真

 

講演中の迫慶一郎氏        

 

SAKO建築設計工社の皆様  

 

 

四川大地震 復興･寄贈プロジェクト

 

迫氏からのお願い事項；四川大地震

http://www.sako.co.jp/news/news_top_jp.html

http://www.sako.co.jp/45Preschool/text_jp(gienkin)%20.html

 

（関連記事：会報NO183掲載）
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中心に、中国の建設事情などについてご講演いただきました

政府の掛け声だけでなく発注者自身が『環保＝環境保護

JCBHとしても、大いに参考になるところです

四川大地震復興の義援金をお願いし、29,061円を頂戴しました

写真で講演会の様子をご紹介します。※参加者

 
       講演会場 

 
           北京・建外SOHOプロジェクト

  

プロジェクト              コンテナ積の

四川大地震寄贈プロジェクト『春風日中友好幼稚園』

http://www.sako.co.jp/news/news_top_jp.html  

http://www.sako.co.jp/45Preschool/text_jp(gienkin)%20.html 

） 

いただきました。特に

環境保護』を第一テー

になるところです。 

しました。非常感謝！ 

参加者=69名  

 

 
プロジェクト 

 

の資材 

』にご協力下さい！ 

（A．H記） 


